
一学期も無事に終わり、いよい

よ夏休みが始まります。長い夏休

みは、普段できないことに取り組

んだり、自分の趣味に集中したり

することができる貴重な時間で

す。三者面談や学活などでも、学

習や生活について話もあったかと

思いますが、一日一日を大切にし

て過ごしてほしいと思います。規

則正しい生活を心がけることはも

ちろんですが、学習面についても

理解が不十分だったところなどは、しっかりと復習しておきましょう。

夏休みを迎えるにあたって、今日の終業式の話とかぶってしまいますが、みなさんに以

下のことを伝えておきたいと思います。

それから、昨年も言ったことですが、「心のアクセル」、「心のブレーキ」、「心のハンド

ル」、この３つが大切です。車がアクセルを踏むと前に進むように、私たちも「心のアク

セル」を自分の意思で踏んで行動に移しています。私たちの行動でいうと、「今日は○○

したくないな」と思うことでも、「やっぱりがんばってやろう」と心の中で踏ん切りをつ

けたり、自分で自分を元気づけたりして行動に移しているということです。このように
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○一学期の疲れもあるので、体と心をしっかりと休めること。また、規則正し

い生活を通して、健康の保持・増進を図ること。

○今までの学習を整理し、復習を行うこと。不得意な学習内容の克服に粘り強

く取り組み、分からないところをそのままにしておかないこと。タブレット

ドリルも活用すること。

○本を読んだりして、教養を高めること。そのためにも時間を有効に使い、本

を読んだりする時間をつくりだすこと。

○家事の手伝いをしたり、地域のためにできるようなことがあれば挑戦してみ

ること。

※夏休みの心得をしっかりと読み、実践しましょう！



「心のアクセル」は行動するための原動力となるので大切です。しかし、アクセルを踏み

続けるとスピードがどんどん上がっていくので大きな事故につながる危険性も高くなりま

す。自分や他の人が傷ついたり、迷惑をかけてしまうことにもなりかねません。だから、

アクセルと同じで「心のブレーキ」も大切です。私たちの行動でいうと、「これは行き過

ぎていないか」「人を傷つけてしまうのではないか」「人に迷惑をかけるのではないか」と

自分に問いかけて、自分の行動に制限をかけるということです。「心のアクセル」と「心

のブレーキ」を正しく使い分けて行動することが大切です。それから

もう一つ大切なものが「心のハンドル」です。アクセルとブレーキを

うまく使って車を運転しても、ハンドル操作を誤ると衝突してしまっ

たり、目的地に着くことができません。私たちの行動でいうと、「正し

い方向に進んでいるのだろうか」「引き返すべきではないのか」と自分

に問いかけて、正しい方向に自分の行動を修正するということです。

明日からの夏休み、「心のアクセル」、「心のブレーキ」、「心のハン

ドル」、この３つを常に意識して、充実した生活を送ってほしいと思います。
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〈保護者のみなさまへ〉

新型コロナウイルスの影響等で、ご心配をおかけすることもありましたが、保護者のみ

なさまのご理解とご協力をいだだき、無事に一学期の終業式を迎えることができました。

心より厚く御礼を申し上げます。ありがとうございました。

４月当初は新しい環境の中で戸惑いもありましたが、子どもたちは行動が制限された中

でも、できることに全力で取り組み成長を遂げてくれたように思います。

夏休みは、普段の授業日に比べ自由になる時間が多くなります。友達と遊びに行ったり

する際には、門限を守り、夜遊びや外泊をしないようにご指導のほど、よろしくお願いい

たします。また、良い意味でも悪い意味でも今までの自分の世界とは違ったさまざまなこ

とに興味・関心をもったりすることもあります。SNSによるさまざまな人との関わりも生ま

れてくることも考えられます。また、最近はインターネット上での動画配信者に対してチ

ップとしてお金を送信する「投げ銭」に関するトラブルが問題になっています（クレジッ

トカード番号や暗証番号を子どもがどのように知ったのかは分かりませんが、親のクレジ

ットカードを使って投げ銭を何度も行い、数ヶ月で100万円以上の親からすれば身に覚えの

ない請求があったというニュースも聞いたことがあります）。

保護者のみなさまにおかれましては、この夏休み期間中も引き続き子どもたちを温かく

見守っていただきますよう、よろしくお願いいたします。


